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明
治
の
大
空
間

γ

日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
の
検
証
復
元

平
井
聖
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わ
が
国
近
代
建
築
の
曙
期
で
あ
っ
た
明
治
。
西
洋
思
想
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
建
築
が
、

文
明
開
化
の
象
徴
と
し
て
次
々
に
誕
生
し
た
。中
、
て
も
、大
衆
文
化
の
中
心

、

で
あ
っ
た
浅
草

六
区
に
、
歴
史
上
で
も
最
大
級
の
空
聞
が
建
設
さ
れ
た。そ
れ
は
「
日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
」
で
あ
る
。

パ
ノ
ラ
マ
館
t

聞
い
て
、
懐
か
し
き
と
t

も
に
全
盛
期
の
華
や
か
さ
を
思
い
出

す
世
代
は
す
で
に
少
な
く
な
り
、
そ
の
正
確
な
姿
を
伝
え
る
人
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
明
治

は
ま
さ
に
遠
く
な
っ
た
感
が
あ
る
。
そ
こ
で
今
回
、
大
林
組
プ
乱
ジ
エ

＼ク
ト
チ
l

ム
は
、
日

本
の
建
築
史
上
で
も
特
異
と
も
い
え
る
こ
の
巨
大
建
築
の
実
像
を
再
現
す
る
た
め
、

、、

け
れ
ど
も
、

東
京
工

そ
の
検
証
復
元
に
挑
戦
し
た

。

業
大
学
の
平
井
聖
教
授
の
監
修
を
得
て
、
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一
、

日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
と
そ
の
背
景

パ
ノ
ラ
マ
館
と
は
何
か

明
治
は
、
見
世
物
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。
維
新
に
よ
っ
て

解
き
放
た
れ
た
大
衆
の
知
的
好
奇
心
は
、
西
洋
科
学
を
背
景

と
し
た
新
規
の
工
業
技
術
や
産
業
製
品
へ
と
向
け
ら
れ
、
そ

の
集
成
と
も
い
え
る
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
t

、
そ
の
度
に

大
勢
の
観
客
を
集
め
た
の
で
あ
る
。

建
築
に
お
い
て
も
、
西
洋
技
術
を
導
入
し
て
、
人
々
の
耳

目
を
集
め
る
建
物
が
次
々
と
誕
生
し
た

。
当
初
、
そ
の
多
く

は
、
国
会
議
事
堂
や
鹿
鳴
館
を
始
め
と
し
た
官
公
庁
建
築
か
、

そ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
明
治
も
中
期
に
な

る
と
、
大
衆
娯
楽
と
密
接
に
結
び
付
い
た
建
築
に
、
巷
聞
の

話
題
を
呼
ぶ
も
の
が
登
場
し
た

。
そ
の
代
表
が
パ
ノ
ラ
マ
館

で
あ
り
、
ま
た
、
俗
に
十
二
階
と
呼
ば
れ
た
浅
草
凌
雲
閣
で

あ
っ
た
。

r 吋ふ’一’叩？明円リ叩一v一明市胃布へ’晦
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谷
崎
潤
一
郎
は
幼
少
時
代
を
回
想
し
た
文
章
の
中
で
、
「
忘

れ
ら
れ
な
い
の
は
い
つ
も
浅
草
の
観
音
様
へ
お
参
り
す
る
と
、

パ
ノ
ラ
マ
や
凌
雲
閣
や
花
屋
敷
を
見
て
、
仲
見
世
で
玩
具
を

買
っ
て
貰
っ
た
こ
と
」
と
書
い
て
い
る
。
パ
ノ
ラ
マ
館
や
凌

雲
閣
は
、
日
本
一
の
繁
華
街
で
あ
っ
た
浅
草
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
り
、
東
京
の
新
名
所
と
し
て
大
い
に
も
て
は
や
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

凌
雲
閣
は
、
高
き
五
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
高
層
建
築
の

各
階
に
、
世
界
の
特
産
品
を
展
示
し
た
立
体
博
覧
会
場
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
パ
ノ
ラ
マ
館
は
、
パ
ノ
ラ
マ
と
い

う
未
知
の
見
世
物
興
行
を
お
こ
な
う
た
め
の
、
巨
大
な
娯
楽

空
間

、

で
あ
っ
た
と
い
え
る

。

パ
ノ
ラ
マ
t

は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か

。

明
治
二
三
年
五
月
に
発
行
さ
れ
た
日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
の
開

業
ち
ら
し
に
は
、
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

「
パ
ノ
ラ
マ
と
は
光
線
を
利
用
し
て
絵
画
を
実
物
の
知
く

に
示
め
し
観
る
人
を
し
て
其
身
宛
も
実
境
に
臨
む
の
想
あ
ら

し
む
る
法
に
し
て
パ
ノ
ラ
マ
の
現
出
す
る
に
は
観
客
の
眼
前

最
も
近
き
処
に
実
物
を
配
置
し
其
先
に
絵
画
を
環
列
し
て
実

そ
れ
で
は
、

米国桑港パノラマ館図

日本パノラマ鎗のモデルとなった因。

（建築雑誌第58号、明治24年、日本建築学会蔵）

物
と
連
続
せ
し
め
光
線
を
人
の
眼
裏
に
反
射
し
以
て
実
景
を

現
わ
す
所
の
一
大
美
術
な
り
」

要
約
す
れ
ば
、
パ
ノ
ラ
マ
と
は
、
人
形
や
模
型
、
そ
れ
に

絵
画
を
組
み
合
わ
せ
て
、
あ
た
か
も
実
際
の
風
景
の
よ
う
に

見
せ
る
仕
掛
け
で
あ
る
。
絵
画
は
、
円
形
の
壁
に
沿
っ
て
吊

ら
れ
、
三
六
O
度
途
切
れ
の
な
い
一
枚
の
絵
の
よ
う
に
し
て

展
示
さ
れ
た
（
従
っ
て
、
パ
ノ
ラ
マ
館
は
円
形
、
ま
た
は
多
角

形
の
建
物
で
あ
る
）
。

パ
ノ
ラ
マ
を
よ
り
真
に
迫
っ
た
も
の
に
見
せ
る
た
め
、
絵

画
は
当
時
の
日
本
で
は
ま
だ
珍
し
か
っ
た
透
視
図
法
を
さ
ら

に
強
調
し
た
パ
ノ
ラ
マ
技
法
を
用
い
て
描
か
れ
た
。
ま
た
、

よ
り
立
体
的
に
見
せ
る
工
夫
と
し
て
、
建
物
の
天
井
に
ト
ッ

プ
ラ
イ
ト
を
採
用
し
、
照
明
と
し
て
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
製
作
さ
れ
た
パ
ノ
ラ
マ
は
、
ま
だ
映
画
も
な
か

っ
た
時
代
の
庶
民
に
と
っ
て
最
高
の
娯
楽
と
し
て
人
気
を
呼

ん
だ
。
観
客
は
、
建
物
中
央
部
に
設
け
ら
れ
た
観
覧
台
か
ら

見
学
し
た
。
『

風
俗
画
報
』
な
ど
の
挿
絵
を
み
る
と
、
観
覧
台

に
は
弁
士
と
お
ぼ
し
き
人
物
や
、
ち
ら
し
を
配
る
男
も
い
て
、

な
か
な
か
の
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
る
。

パ
ノ
ラ
マ
の
内
容
は
、
主
と
し
て
戦
争
や
歴
史
的
な
大
事

件
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
近
代
国
家
の
形
成
を
急
「
当
時

の
日
本
に
あ
っ
て
は
国
民
的
な
関
心
事
で
あ
り

、
そ
の
情
報

を
も
っ
と
も
臨
場
感
を
も
っ
て
伝
え
る
手
法
が
パ
ノ
ラ
マ
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
現
代
人
が
、
か
つ
て
ア
ポ
ロ

宇

宙
船
の
月
着
陸
を
見
る
た
め
に
テ
レ
ビ
の
前
に
釘
付
け
に
な

っ
た
、
そ
れ
と
同
様
の
知
的
関
心
を
満
た
す
も
の
が
パ
ノ
ラ

マ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

パ
ノ
ラ
マ
は
単
な
る
娯
楽
で
あ
る
以
上

に
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
情
報
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
機
能
し
た

。

た

と
え
ば
、
日
清
戦
争
が
起
こ
る
t

、
す
か
さ
ず
そ
の
名
場
面

が
パ
ノ
ラ
マ
と
な
っ
て
登
場
し
て
い
る

。

明
治
二
三
年
に
東

京
に
初
め
て
誕
生
し
た
パ
ノ
ラ
マ
館
が
わ
ず
か
数
年
で
日
本

各
地
に
広
が
っ
た
こ
と
を
み
て
も
、
人
々
が
目
か
ら
得
る
情

報
に
示
し
た
関
心
の
高
き
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

。

と
同
時
に
、
美
術
史
上
に
お
い
て
は
、
戦
争
画
と
い
う
新

そ
の
意
味
で
は
、

\ 
\ 

\ 

量二ι－

あ
る
。

日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
の
建
設
に
つ
い
て

パ
ノ
ラ
マ
は
も
と
も
と
、
欧
米
で
お
こ
な
わ
れ
た
展
覧
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
。

幕
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、
渡
欧

し
た
幾
人
か
の
日
本
人
が
そ
れ
を
見
学
し
、
記
録
を
残
し
て

い
る
。

そ
の
中

の
ひ
と
り

に

明
治
の
実
業
界
を
代
表
す
る
渋
沢

栄
一
が
い
た
。

彼
は
慶
応
四
年
に
渡
欧
し
た
際
、
パ
リ
の
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ

博
物
館
そ
ば
に
あ
っ
た
パ
ノ
ラ
マ
館
を
見
学
し
た
。
そ
の
時

の
印
象
が
、
よ
ほ
ど
深
か
っ
た
の
、
で
あ
ろ
う
。
や
が
て
渋
沢

ノ
/ 
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栄
一
は
、
安
田
善
次
郎
、
大
倉
喜
八
郎
ら
の
実
業
家
た
ち
と

図
っ
て
、
パ
ノ
ラ
マ
興
行
の
た
め
の
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。

そ
し
て
明
治
二
三
年
に
、
日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
を
開
設
し
た
の

で
あ
る
。

パ
ノ
ラ
マ
興
行
と
は
い
っ
て
も
、
会
社
設
立
の
メ
ン
バ
ー

を
み
る
と
、
そ
れ
が
一
大
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

実
際
、
渋
沢
た
ち
は
、
日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
を
開
設
す
る
に
あ

た
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
パ
ノ
ラ
マ
館
で
開
催
さ
れ
て

い
た
パ
ノ
ラ
マ
の
展
示
絵
画
を
輸
入
し
た
。
こ
の
絵
は
、
ア

メ
リ
カ
の
南
北
戦
争
の
名
場
面
を
描
い
た
も
の
で
、
画
家
は

フ
ラ
ン
ス
人
の
ジ
ョ
セ
フ
・
パ
ー
ト
ラ
ン
ド
と
ル

i

シ
エ

ン
・
サ
ル
ジ
ェ
ン
ト
の
二
人
。
ど
ち
ら
も
、
パ
ノ
ラ
マ
画
家

と
し
て
欧
米
で
は
名
声
を
博
し
た
人
物
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
絵
画
の
輸
入
価
格
は
一
O
万
円
で
あ
っ
た
。

現
在
で
い
え
ば
、
数
億
円
を
下
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
絵
は
、
す
べ
て
並
べ
る
と
長
さ
が
八

O
聞
に

も
及
ん
だ
。
こ
れ
を
展
示
す
る
た
め
に
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
と
同
規
模
の
パ
ノ
ラ
マ
館
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る

。

日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
の
開
業
は
、

で
あ
っ
た
。

明
治
二
三
年
五
月
二
一
日

場
所
は
、
浅
草
公
園
第
六
区
四
号
地
。
パ
ノ
ラ
マ
の
最
初

の
テ
l

マ
は
、
輸
入
し
た
南
北
戦
争
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は

、

絵
画
だ
け
で
な
く
、
南
北
戦
争
当
時
の
大
砲
、
小
銃
、
サー

ベ
ル
な
ど
も
人
形
や
模
型
と
一
緒
に
展
示
さ
れ
、
大
盛
況
だ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
後
、
明
治
二
九
年
に
、
テ
ー
マ
が
小
山
正
太
郎
の
描

く

H

清
戦
争
に
変
更
に
な
っ
た
。
こ
の
時
の
開
館
日
に
は
、

野
津
大
将
ま
で
参
列
し
、
パ
ノ
ラ
マ
は
ま
た
ま
た
大
変
な
人

気
を
呼
ん
だ
。

こ
れ
は
パ
ノ
ラ
マ
の
テ
1

マ
が
日
清
戦
争
と
な
っ
て
か
ら

の
数
値
で
あ
る
が
、
当
時
の
入
場
料
は
、
大
人
が
一
O
銭
、

小
人
と
軍
人
が
五
銭
。
興
行
は
年
中
休
み
な
し
で
、
開
場
は

日
の
出
か
ら
日
没
ま
で

。
気
候
の
良
い
時
期
に
は
、

五
O
O

人
以
上
の
観
客
が
訪
れ
た
。

日

『
新
撰
東
京
名
所
図
会
第
三
編
』
（
「
風
俗
画
報
」
臨
時
増

刊
明
治
三
O
年
発
行
）
に
は
、
日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
の
建
物
は
、

木
造
の
白
ペ
ン
キ
塗
り
一
六
角
造
り
で
、
高
さ
は
一
O
問
、

周
囲
は
八
O
聞
と
記
さ
れ
て
い
る
（
正
確
な
数
値
は
次
章
に

詳
述
し
た
）。

一
O
聞
は
メ
ー
ト
ル
法
に
換
算
す
れ
ば
約
一
八

メ
ー
ト
ル
に
な
り
、
現
在
の
建
物
で
は
お
よ
そ
六
階
建
て
に

相
当
す
る
。
周
囲
の
八
O
聞
は
、
約
一
四
四
メ
ー
ト
ル
に
な

る
。
こ
れ
ら
の
数
値
だ
け
を
み
て
も
、
単
体
で
こ
れ
だ
け
大

規
模
な
建
築
物
は
当
時
と
し
て
は
稀
有
で
あ
る
。

東
洋
古
建
築
の
研
究
者
’
と
し
て
知
ら
れ
た
伊
東
忠
太
は
、

若
い
頃
こ
の
日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
を
訪
れ
、
屋
根
に
ま
で
登
っ

て
全
体
を
観
察
し
た
と
、
そ
の
日
記
に
書
き
残
し
て
い
る
。

若
き
建
築
学
徒
か
ら
み
れ
ば
、
大
い
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る

建
物
だ
っ
た
の
、
で
あ
ろ
う
。

『
東
京
風
俗
志
』
に
掲
載

さ
れ
た
絵
な
ど
を
み
る
と
、
外
壁
の
ほ
か
に
は
中
央
の
柱
一

本
だ
け
で
屋
根
を
支
え
て
い
る
こ
t

が
分
か
る
。
つ
ま
り
、

こ
れ
だ
け
の
巨
大
建
築
の
内
部
は
、
・
ま
さ
に
何
も
な
い
大
空

間
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
建
物
内
部
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
だ
り
で
も
驚
異
で
あ
る
が
、
東
京
工
業
大
学
の
平
井

聖
教
授
は
、
中
央
の
柱
は
本
来
は
不
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
魅
力
的
な
提
案
を
さ
れ
た
。
欧
米
の
パ
ノ
ラ
マ

館
は
、
鉄
骨
構
造
で
あ
り
、
中
央
に
柱
は
な
い
。
ぞ
れ
と
同

様
に
、
日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
に
お
い
て
も
、
中
央
の
柱
が
な
く

て
も
構
造
的
に
は
十
分
に
支
え
ら
れ
る
だ
け
の
設
計
が
な
さ

れ
て
い
た
、

t

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
建
築
的
な
テ
l

マ
を
踏

現
代
の
視
点
か
ら
日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
を
検
証
し
つ
つ
、

復
元
を
試
み
た
。

（
な
お
、
余
談
に
な
る
が
、
日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
が
開
設
さ
れ
る

少
し
前
、
上
野
の
第
三
囲
内
国
勧
業
博
覧
会
の
会
場
内
に
、

上
野
パ
ノ
ラ
マ
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。
こ
れ
は
美
術
教

育
の
参
考
に
と
、
戊
辰
戦
争
を
テ
l

マ
に

し
て
建
設
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、

ヰ
で
え
、

日
本
で
最
初
の
パ
ノ
ラ
マ
館
は
、

し
か
し
、
建
築
ス
ケ
ー
ル
を

上
野
Jで
あ
っ
た
こ
と
に
な
る

。

比
較
す
る
と
、
日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
が
圧
倒
的
に
規
模
が
大
き

く
、
明
治
の
建
築
と
し
て
興
味
も
深
い
。
そ
こ
で
今
回
の
復

元
に
あ
た
っ
て
も
、
日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
を
対
象
と
し
た
）
。

一
一、

日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
の
検
証
復
元

建
物
の
立
地

わ
れ
わ
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l

ム
は
、
ま
ず
日
本
パ
ノ
ラ

マ
館
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
特
定
作
業
か
ら
開
始
し

た
。
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
明
治
の
記
録
で
は
、
浅
草
公
園

第
六
区
四
号
地
に
建
設
さ
れ
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
の
、

ど
の
住
置
に
あ
た
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
建
物
は
ど
の
方

向
を
正
面
に
し
て
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か

。

明
治
三
九
年
発
行
の
区
分
地
図
（
下
谷
及
浅
草
区
之
部
）
、

明
治
四
二
年
の
陸
地
測
量
部
の
地
図
な
ど
を
詳
細
に
み
て
い

く
と
、
浅
草
公
園
の
一
角
に
「
パ
ノ
ラ
マ
」
と
い
う
小
さ
な

文
字
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
を
現
在
の
地
図
に

照
合
し
て
み
る
と
、
国
際
通
り
と
す
し
ゃ
通
り
に
挟
ま
れ
た

一
角
で
、
い
わ
ゆ
る
六
区
映
画
街
の
い
ま
は
R
O
X

ピ
ル
と

な
っ
て
い
る
地
点
が
、
か
つ
て
の
日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
の
敷
地

で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た

。

そ
こ
で
さ
ら
に
、

『
風
俗画
報
』
な
ど
の
資
料
を
参
考
に
検

討
し
て
い
く
と
、
当
時
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
は
い
ま
の
す

し
ゃ
通
り
側
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
芝
居
小
屋
の
の
ぼ
り
が
た

く
さ
ん
掲
げ
ら
れ
、
往
時
の
繁
華
な
様
子
が
描
か
れ
て
い
た
。

日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
の
正
面
も
当
然
、
す
し
ゃ
通
り
に
面
し
て

と
き
わ

い
た
は
ず
で
、
か
つ
て
の
常
盤
座
と
向
か
い
合
う
形
で
建
設

さ
れ
た
も
の
と
推
察
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
復
元
作
業
の
後
半
に
な
っ
て
か
ら
、

明
治
三
O
年
発
行
の
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
第
四
編
』

（
風
俗

画
報
臨
時
増
刊
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
浅
草
公
園
全
図
」
が
発

見
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
間
違
い
な
い
も
の
と
断
定
し
た
。

日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
の
建
物
仕
様

日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
の
仕
様
に
関
し
て
は
、
貴
重
な
資
料
が

残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
『
建
築
雑
誌
』（
第三
七
号
）
に
掲

載
さ
れ
た
明
治

二
三
年
の
渡
辺
譲
工
学
博
士
の
講
演
「
パ
ノ
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や
は
り
『
建
築
雑
誌
』
（
第
五
八
号
）
に
あ

る
明
治
二
四
年
の
新
家
孝
正
工
学
博
士
の
講
演
「
日
本
パ
ノ

ラ
マ
館
の
結
構
」
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
の
正
確
な
デ
ー

タ
を
記
述
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ラ
マ
建
築
」
と
、

・
設
計

新
家
孝
正

－
起
工

明
治
二
二
年
二
月
一

O
日

竣
工

二
三
年
五

月
一
五
日

一
、
O
八
O
坪

宅
一
二
一
四
坪
（
た
だし
、
控
柱
ま
で
入
れ
る
と

五
三
O
坪
）

－
敷
地

・
建
物
面
手

・
仕
様

木
造
二
ハ
角
形

外
壁
杉
板
貼
り
、
白
色
ペ
ン
キ
塗
り

屋
根
土
居
葺
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
引
き
の
上
に
鉄

板
葺
、
コ
ー
ル
タ
ー

ル
塗
布

内
部
ホ
リ
ゾ
ン
ト
壁
面
で
一
二

二
尺
六
寸

・

規
模

直
径

（
三
七
、
一
五
0
メ
ー
ト
ル
）

外
周
柱
芯
で
二
一
六
尺
六
す

（
三
八

高
さ

六
0
メ
ー
ト
ル
）

五
四
尺
三
六
、
三
六
0
メ
ー
ト

ル
）

約
九
五
尺
（
二
八
、
七
九

軒
高

屋
根
項
部
高

0
メ
ー
ト

ル
）

－

工
費

八
、
六
三
四
円
六
銭
八
厘

明
治
期
は
、
西
洋
建
築
家
の
設
計
に
よ
る
大
型
建
築
物
が

数
多
く
登
場
し
た
時
代
で
あ
る
。
た
と
え
ば
日
本
パ
ノ
ラ
マ

館
と
同
時
期
に
は
、
コ
ン
ド
ル
設
計
の
ニ
コ
ラ
イ
堂
な
ど
が

知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
の
よ
う
な
大

空
聞
を
擁
す
る
建
築
は
見
当
た
ら
な
い
し
、
と
く
に
木
造
で

は
皆
無
と
い
え
る

。

歴
史
上
の
木
造
大
建
築
と
し
て
は
東
大
寺
大
仏
殿
が
あ
る
。

現
存
の
大
仏
殿
は
、
正
面
五
七
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
五0
・
五

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
四
七
メ
ー
ト
ル
の
大
殿
堂
で
あ
り
、
全
体

ス
ケ
ー
ル
で
は
日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
い

る
。
た
だ
、
大
仏
殿
は
内
部
に
多
く
の
柱
を
持
っ
た
建
築
で

あ
る
。

そ
の
た
め
、
両
者
の
内
部
空
間
の
規
模
を
比
較
す
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
ち
な
み
に
、
大
仏
殿
に
鎮
座
さ
れ
る
大

仏
様
の
高
さ
は
約
二
ハ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
日
本
パ
ノ
ラ
マ

館
の
軒
高
と
は
ぼ
等
し
い
。
こ
れ
か
ら
考
え
る
t

、
日
本
パ

ノ
ラ
マ
館
の
内
部
空
間
は
、
世
界
最
大
の
木
造
建
築
で
あ
る

東
大
寺
大
仏
殿
に
匹
敵
す
る
巨
大
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

設
計
を
担
当
し
た
新
家
孝
正
は
、
当

時
主
流
の
様
式
建
築

を
追
求
す
る
建
築
家
で
あ
っ
た

。

日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
を
設
計

し
た
時
は
ま
だ
三
O
歳
代
前
半
で
あ
り
、
巨
大
空
間
と
一
六

角
形
t

い
う
特
異
な
建
物
の
建
設
に
情
熱
を
燃
や
し
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。

新
家
孝
正
の
講
演
記
述
で
あ
る
「
日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
の
結

構
」
に
よ
れ
ば
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
パ
ノ
ラ
マ
館
の
図

面
を
参
考
と
し
て
設
計
を
開
始
し
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
す
で

に
述
べ
た
よ
う
に
、
パ
ノ
ラ
マ
画
を
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

パ
ノ
ラ
マ
館
か
ら
輸
入
し
た
た
め
、
器
で
あ
る
建
物
も
そ
れ

に
準
じ
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
建
物
の

規
模
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
同
等
だ
が
、
欧
米
の
パ
ノ
ラ

マ
館
で
も
最
大
の
も
の
が
直
径
四
0
メ
ー

ト
ル
程
度
で
あ
っ

た
か
ら
、
い
き
な
り
世
界
、
て
も
最
大
級
の
パ
ノ
ラ
マ
館
の
建

設
に
挑
戦
し
た
こ
と
に
な
る
。

当
時
の
欧
米
の
パ
ノ
ラ
マ
館
は
鉄
骨
構
造
で
あ
り
、
本
来

な
ら
ば
日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
も
そ
う
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
第
三
囲
内
国
勧
業
博
覧
会
の
開
設
に
間
に
合
わ
せ
る

こ
と
が
条
件
で
あ
っ
た
た
め
に
工
期
が
短
く
、
ま
た
予
算
も

少
な
い
こ
と
か
ら
木
構
造
と
な
っ
た

。

新
家
孝
正
は
、
講
演
の
中
で
「
速
成
を
期
し
開
館
せ
し
も

の
故
に
館
の
結
構
真
に
粗
造
の
も
の
な
り
」
と
い
い
、
さ
ら

に
材
料
も
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
俗
に
い
ふ
急
場
の

間
に
合
せ
建
築
な
り
」
と
し
て
、
一
O
年
持
た
せ
れ
ば
い
い
、

と
も
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
は
、
「
し
か
れ
ど

も
決
し
て
不
堅
牢
と
申
す
べ
き
も
の
に
は
非
ず
」
と
、
自
信

の
は
E

も
洩
ら
し
て
い
る
。

実
際
、
短
期
間
に

」
れ
ほ
ど
の
大
空
聞
を
木
構
造
で
建
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設
し
た
技
量
は
、
さ
す
が
t

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

細
部
に

わ
た
り
、
実
に
的
確
な
構
造
手
腕
を
み
せ
て
お
り
、
内
部
卜

ラ
ス
も
美
し
い
。
建
築
家
と
し
て
は
不
満
な
面
も
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
が
、
完
成
し
た
日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
は
、
当
時
の
様
式

主
義
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
ま
っ
た
く
新
し
い
建
築
の
登
場
と

戸
」
骨つ
争
、
。

占
J

，

J
J’

現
代
の
博
覧
会
に
お
け
る
、
新
素
材
や
ニ
ュ
l

マ
チ
ッ
ク

シ
ス
テ
ム
を
駆
使
し
た
パ
ピ
リ
オ
ン
と
比
較
し
て
も
、
遜
色

の
な
い
、
ユ
ニ
ー
ク
な
建
物
と
し
て
明
治
の
庶
民
の
目
に
は

映
っ

た
は
ず
で
あ
る
。

各
部
に
つ
い
て
の
検
証

・
主
材
料

欧
米
の
パ
ノ
ラ
マ
館
は
、
鉄
骨
を
柱
と
し
て
、
壁
画
は
煉

瓦
造
と
い
う
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
先
の
理
由
か

ら
木
構
造
で
建
設
さ
れ
た
日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
で
は
、
柱
や
小

屋
梁
な
ど
の
主
材
料
に
杉
丸
太
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
だ
け

の
大
建
築
で
あ
る
た
め
、
柱
に
使
用
す
る
杉
丸
太
の
長
さ
は

一
O
間
（
約
一
八
メ
ー
ト
ル
）
で
、
し
か
も
末
日
が
細
く
な

い
も
の
を
必
要
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
木
場
の
貯
木
場
を
あ

た
っ
て
も
、
こ
の
ス
ケ
ー
ル

’の
材
木
が
な
か
な
か
揃
わ
ず
に

苦
労
し
た
よ
う
で
あ
る
。

反
対
に
、
鉄
骨
で
は
な
く
軽
い
木
材
を
使
用
し
た
構
造
で

あ
る
こ
と
が
、
幸
い
し
た
点
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
浅
草
の
よ

う
な
軟
弱
地
盤
の
土
地
で
あ
り
な
が
ら
、
長
さ
二
聞
の
松
杭

程
度
の
基
礎
で
、
建
物
重
量
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら

で
あ
る
。

－
基
礎

ね
ぎ
り

基
礎
に
つ
い
て
は
、
幅
三
尺
、
深
さ
六
尺
で
根
伐
を
行
い
、

劇
そ
の
下
に
砂
利
層
ま
で
松
材
の
杭
を
打
設
し
て
い
る
。
中
心

献
柱
で
は
、
松
杭
は
二
つ
切
り
の
も
の
九
本
（
長
さ二
間
）
を

蜘
使
用
、
そ
の
上
に
長
さ
三
尺
、
六
寸
角
松
材
の
十
露
盤
を
か

背
け
、
さ
ら
に
上
に
幅
一
尺
、
厚
さ
六
寸
の
捨
松
材
を
柱
受
け

硲
材
と
し
て
置
き
、
ほ
ぞ
穴
を
あ
け
、
柱
を
立
て
た

。

い
わ
ゆ

一
服
る
伝
統
的
な
掘
立
柱
の
方
法
で
あ
る
。

ま
た
、

一
六
角
形
を
形
成
す
る
側
柱
は
、
同
規
模
の
根
伐

の
下
に
三
つ
切
り
の
松
杭
を
四
本
（
長
さ
二
間
）
打
設
し
、

そ
の
上
に
十
露
盤
を
か
け
、
柱
受
け
材
の
捨
松
を
置
い
て
は

ぞ
穴
を
あ
け
、
柱
を
立
て
て
い
る

。

－
中
心
柱

日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
に
は
、
欧
米
に
み
ら
れ
な
い
中
心
柱
が

あ
る
。

こ
れ
は
、
心
要
だ
っ
た
の
、
だ
ろ
う
か。

わ
れ
わ
れ
が

現
代
の
手
法
に
よ
っ
て
構
造
計
算
を
お
こ
な
っ
た
t

こ
ろ
、

中
心
柱
は
な
く
て
も
、
こ
の
大
空
間
は
十
分
に
成
立
す
る
こ

と
が
判
明
し
た
。

従
っ
て
、
日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
は
ま
さ
に
、

大
仏
殿
に
も
匹
敵
す
る
大
空
間
t

い
う
こ

t

が
で
き
る

。

で
は
な
ぜ
、
新
家
孝
正
は
中
心
柱
を
設
け
た
の
だ
ろ
う
か
。

新
家
自
身
は
、
二
つ
の
理
由
を
挙
げ
て
い
る
。

そ
の
ひ
と

つ
は
屋
根
の
撰
み
で
あ
る
。
小
屋
組
に
鉄
骨
で
な
く
杉
丸
太

を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
材
料
強
度
も
弱
く
そ
の
結
合
部
分

に
も

、

不
安
が
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
か
っ
、
木
造
ゆ
え
の

軽
量
屋
根
の
た
め
風
圧
に
対
し
て
の
問
題
と
積
雪
時
の
安
全

対
策
を
考
え
、
や
む
を
え
ず
設
け
た
の

a

で
あ
ろ
う
。

理
由
の
二
つ
目
は
、
経
費
、
で
あ
っ
た
。
「
こ
の
一
本
の
柱
（
中

心
柱
）
あ
る
と
有
ら
ざ
る
と
に
付
て
は
構
造
の
経
費
上
に
大

差
を
生
す
べ
き
な
り
」

と
新
家
は
語
っ
て
い
る
。
低
予
算
か

ら
く
る
構
造
上
の
不
安
を
、
中
心
柱
を
用
心
柱
と
し
て
入
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
克
服
し
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
初
め

て
の
洋
風
小
屋
組
に
よ
る
大
ス
パ
ン
で
あ
る
た
め
、
い
さ
さ

か
の
不
安
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

も
し
、
工
費
と
工
期
に
も
う
少
し
十
分
な
も
の
が
あ
れ
ば
、

新
家
孝
正
は
中
心
柱
を
取
り
除
い
た
に
違
い
な
く
、
そ
の
点

が
惜
し
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
建
方
時
に
は
当
時
の
施
工
技
術

か
ら
こ
の
中
心
柱
は
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

. 
壁

日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
は
木
構
造
で

さ
ら
に
詳
細
に
い
う
と
、
外
壁
円
周

上
に
杉
丸
太
を
等
間
隔
に
細
か
く
配
置
し
、
壁
面
を
横
板
貼

り
に
し
た
円
筒
形
の
壁
式
構
造
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

西
洋
風
の
考
え
方
に
立
脚
し
て
お
り
、
全
体
と
し
て
、
風
及

び
地
震
に
対
し
て
安
定
し
た
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
外
壁
円
周
と
直
交
方
向
に
控
柱
を
と
っ
て
い
る

。

こ
れ
は
、
局
部
的
な
水
平
荷
重
に
対
し
て
安
定
性
を
持
た
せ

る
と
同
時
に
、
側
柱
及
び
中
間
柱
の
倒
れ
防
止
に
も
機
能
さ

せ
て
い
る

。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

14 

建
設
さ
れ
て
い
る
が
、

－
屋
根

パ
ノ
ラ
マ
館
の
大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
屋
根
で
あ
る
。

小
屋
組
は
、
中
心
柱
と
外
壁
上
と
の
聞
に
、
四
寸
五
分
勾

配
を
持
っ
た
木
造
ト
ラ
ス
を
放
射
状
に
一
六
本
か
け
て
い
る

。

中
心
柱
と
外
壁
と
の
ス
パ
ン
は
、
約一
八
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

中
心
に
向
か
っ
て
梁
を
集
め
る
小
屋
組
は
、
純
西
洋
式
（
真

東
）
で
、
中
央
部
に
お
い
て
厚
さ
二
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
直

径
一
、
二
0
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
円
形
鉄
板
に
よ
っ
て
上
下



か
ら
ボ
ル
ト
で
締
結
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
体
は
椀

蓋
を
か
ぶ
せ
た
よ
う
な
独
特
の
円
形
屋
根
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
の
場
合
、
積
雪
に
よ
っ
て
荷
重
が
か
か
る
心
配
か
ら
、

建
物
外
部
に
梯
子
階
段
を
設
置
し
、
雪
降
し
を
で
き
る
よ
う

に
し
で
あ
る
。
伊
東
忠
太
が
日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
の
屋
根
に
登

っ
て
観
察
し
た
時
も
、
こ
の
外
階
段
を
利
用
し
た
も
の
で
あ

ろ
’
フ
。

－
ス
カ
イ
ラ
イ
ト

屋
根
に
は
、
パ
ノ
ラ
マ
の
演
出
上
に
重
要
な
ス
カ
イ
ラ
イ

ト
用
の
天
窓
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
天
窓
は
、
厚
さ
一
二
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
す
り
ガ
ラ
ス
を
ゴ
ム
や
パ
テ
で
固
定
し
、
屋
根

の
形
に
沿
っ
て
帯
状
に
「
る
り
と
一
周
し
て
い
る
。
ま
た
、

ガ
ラ
ス
板
は
当
然
薄
い
ガ
ラ
ス
の
強
度
の
関
係
か
ら
小
さ
い

サ
イ
ズ
の
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

も
と
も
と
パ
ノ
ラ
マ
は
、
天
井
か
ら
外
部
光
線
を
入
れ
、

絵
を
立
体
的
に
み
せ
る
効
果
を
意
図
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
欧
米
の
パ
ノ
ラ
マ
館
の
中
に
は
、
天
窓
の
下
に

反
射
器
を
置
い
た
も
の
ま
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
で
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
パ
ノ
ラ

マ
館
と
同
様
に
、
天
井
中
央
部
に
、
観
覧
席
を
覆
う
よ
う
な

大
き
な
天
幕
を
垂
ら
し
た
。
こ
れ
は
反
射
幕
と
し
て
機
能
し

た
だ
け
で
な
く
、
小
屋
裏
を
観
客
に
み
せ
な
い
た
め
の
工
夫

で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
天
幕
は
ズ
ッ
ク
製
で
、
南
北
戦

争
当
時
に
グ
ラ
ン
ト
将
軍
が
戦
地
用
テ
ン
ト
に
用
い
た
も
の

だ
と
い
わ
れ
る

。

ノfノラマ歴史年表

でヲ警警察額揚臨翠
浅草公園パノラマ館の図（新撰東京名所図会第3編槌岡i椅文氏擁鉛

明治2畔3月 29日から開催した「日清戦争・平襲攻撃図」のノfノラ

？。日本パノラマ館としては初めての日本人画家仲山正太郎）によ

る偽品で、大盛兄を博した。

－

観
覧
台
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

パ
ノ
ラ
マ
館
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
入
口
か
ら
、
中

央
に
設
置
さ
れ
た
観
覧
台
ま
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

観
客
は
、
正
面
入
口
か
ら
入
場
す
る
と
ま
ず
狭
い
通
路
に

送
り
込
ま
れ
る
。
そ
こ
は
、
足
元
に
種
油
ラ
ン
プ
が
わ
ず
か

に
あ
る
だ
け
の
、
暗
黒
の
通
路
で
、
壁
は
黒
渋
塗
り
、
床
に

は
シ
ュ
ロ
マ
ッ
ト
が
敷
か
れ
、
足
音
ま
で
消
え
て
し
ま
う
。

観
客
は
、
は
t

ん
ど
手
き
寸
り
で
進
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。
長

野
の
善
光
寺
の
胎
内
〈
寸
り
を
思
わ
せ
る
通
路
を
、
や
が
て

中
央
部
と
お
ぼ
し
き
あ
た
り
ま
で
進
む
と
、
そ
こ
に
螺
旋
階

段
が
あ
り
、
そ
れ
を
昇
る
と
急
に
明
る
い
観
覧
台
に
出
る
。

閣
の
通
路
か
ら
、
一
転
し
て
光
あ
ふ
れ
る
パ
ノ
ラ
マ
空
間
へ
。

ス
カ
イ
ラ
イ
ト
を
利
用
し
た
パ
ノ
ラ
マ
の
明
る
さ
に
、
観
客

は
思
わ
ず
歓
声
を
あ
げ
、
そ
の
世
界
に
没
入
し
た
こ
と
で
あ

ろ
p
フ
。

＋
つ
よ
Pフ

γ
」
、

観
覧
を
終
え
る
と
、
帰
り
は
別
の
螺
旋
階
段
を
く
だ
る
。

さ
ぎ
え
堂
式
の
二
重
螺
旋
に
な
っ
て
い
る
の
で

さ
ら
に
、
往
路
と
は
異
な
る
通
路
を
抜
け
て
、
外
へ

出
る
。
階
段
か
ら
通
路
に
い
た
る
ま
で
、
往
路
と
復
路
を
別

に
す
る
演
出
なE
も
、
実
に
よ
く
考
え
ら
れ
て
い
て
、
建
築

的
な
視
点
か
ら
も
興
味
が
湧
く
。

明
る
く
巨
大
な
空
間
と
、
狭
く
暗
い
通
路
冒
と
の
対
比
。
そ

し
て
、
往
路
と
復
路
を
別
に
し
た
構
成
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
に

パ
ノ
ラ
マ
建
築
の
醍
醐
味
と
い
っ
て
も
い
い
、
で
あ
ろ
う
。

あ
る
。

作
業
を
終
え
て

日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
の
復
元
に
は
、
設
計
者
で
あ
る
新
家
孝

正
の
講
演
記
述
や
当
時
の
図
面
な
ど
が
残
っ
て
お
り
、
建
物

本
体
に
つ
い
て
は
き
わ
め
て
精
度
の
高
い
作
業
を
お
こ
な
う

こ
t

が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
日
本
建
築

学
会
か
ら
お
借
り
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
復
元
を
終
え
て
振

り
返
る
と
、
も
と
も
と
鉄
骨
や
煉
瓦
で
建
設
さ
れ
た
恒
久
的

な
建
築
物
を
、
明
治
の
木
工
技
術
で
つ
く
り
出
し
た
こ
と
は
、

か
な
り
画
期
的
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
杉
丸
太
で
構
成
さ
れ

た
建
築
と
な
る
と
、
江
戸
期
の
見
世
物
小
屋
の
延
長
線
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
建
物
全
体
を
白
ペ
ン
キ
で
塗
っ
た
あ
た
り

に
は
、
少
し
で
も
西
洋
風
に
み
せ
た
い
と
い
う
設
計
者
の
思

い
と
工
夫
が
感
じ
ら
れ
る
。

そ
の
結
果
、
現
出
し
た
「
白
無
垢
の
巨
大
な
シ
リ
ン
ダー
L

は
、
従
来
の
日
本
に
は
な
い
、
ま
っ
た
く
新
し
い
パ
ピ
リ
オ

ン
で
あ
っ
た
。
当
時
の
日
本
人
の
目
に
は
、
浅
草
公
園
に
出

現
し
た
極
め
て
未
来
的
な
建
物
に
思
え
た
か
も
し
れ
な
い
。

パ
ノ
ラ
マ
は
、
明
治
末
期
に
は
大
衆
娯
楽
の
王
座
を
映
画

に
譲
り
、
消
え
て
い
っ
た
。
わ
ず
か
二
O
余
年
の
寿
命
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
問
、
人
々
に
与
え
た
新
鮮
な
驚
き
と
、
建
築

的
な
意
味
に
つ
い
て
、
記
憶
を
新
た
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

「
い
づ
こ
ぞ

か
な
し
い
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音

の
地
下
に
き
こ
ゆ
る
。
あ
は
れ
こ
の
古
び
た
パ
ノ
ラ
マ
館
！

幼
い
日
の
遠
き
追
憶
の
パ
ノ
ラ
マ
館
！
」
（
萩
原
朔
太
郎
）

い
づ
こ
ぞ
、

1862 （文久 2 ）年

益頭駿次郎「益頭欧行記」 3 月 21 日条に

パリ仁てパノラマ見物の記述有り。

1867-68 （慶応 3 - 4 ）年

渋沢栄一「渋沢日記」、栗本鋤雲「暁窓追

録」 lこノf リにてパノラマ見物の記述有り 。

1872 （明治 5 ）年

成島柳北「航西日乗」 10月 9 日条にパリ

にてパノラマ見物の記述有り。

1890 （明治23）年 5 月 7 日

上野公園内にわが国初の「上野のパノラ

マ館」開場。

1890 （明治23）年 5 月 22 日

浅草公圏第 6 区lこ「日本パノラマ舘」開場。

1890 （明治23）年 5 月 22 日以降

「大阪難波のパノラマ館」開場。

1891 （明治24）年 3 月 27 日

神田錦町 3 丁目に「神田パノラマ館」開場。

1891 （明治24）年 4 月 9 日

浅草公園凌雲閣脇の花屋敷続きに「美術

パノラマ館」開場。

1894 （明治27）年 4 月

熊本市内に「熊本パノラマ館」開場。

1894 （明治27）年10月

新声館にて「自動ノfノラマ」奥行。

1895 （明治28）年

京都、第 3 回勧業博覧会の会場外に「パ

ノラマ館」開場。

1896 （明治29）年 8 月 12 日

上野桜ヶ岡に「上野パノラマ館」開場。

（わが国初の「上野のパノラマ館」を移築）

1897 （明治30）年

成因不動堂後方に「成田パノラマ館」開場。

1897 （明治30）年 9 月

神田三崎町に「帝国パノラマ館」開場。

1898 （明治31）年

この頃「博多のパノラマ館」開場か。

1900 （明治33）年

この頃「琴平パノラマ館」開場か。

1905 （明治38）年 4 月 15 日

九段下牛ケ淵に「国光館パノラマ」開場。

1906 （明治39）年

この頃「川崎のパノラマ館」開場か。

1906 （明治39）年 5 月

吉原の「日本堤パノラマ館」開場。

1908 （明治41）年

「上野パノラ？館」閉館。

1910 （明治43）年

「日本ノfノラ？館」閉館。

16 
浅草公園全図其のニ（幸府巽東京名所図会第4編樋田i詩文氏劃

；鰭問、花屋敷そしてパノラマ館と、当時の浅草公園名戸拘し哲できる。17 
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